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例
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編集・執筆  松江市教育委員会文化財課

遺 物 実 測  松江市教育委員会文化財課

図 面 作 成  松江市教育委員会文化財課

遺 物 整 理  松江市教育委員会文化財課

本書に掲載した出土遺物、写真、実測図は、

文化財愛護シンボルマークとは…

このマークは昭和 41年 5月 26日 に文化財保護委員会 (現文化庁)

が全国に公募し、決定した文化財愛護の運動を推進するためのシンボル
マークです。
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| より、文化財というみんなの遺産を過去 。現在・未来にわたり永遠に伝  シび柴財零藍ク
1 承していこうというものです。
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第 1章 調査に至る経緯

平畑遺跡は、島根半島の北東部、日本海を望む片江湾の最奥部のなだらかな南向き斜面に位置する。

斜面一帯は畑地として開墾されており、表面には土器の破片が多数散布している。

島根県松江土木建築事務所では、この一帯が地すべり地帯であることから、対策事業として集水井

の設置を計画したが、その位置が平畑遺跡の範囲に合まれる可能性があつたことから、平成 17年 6

月 20日 付け、松土第 1963号で松江市教育委員会あてに埋蔵文化財分布調査依頼書が提出され、これ

を受けて同年 7月 6～ 8日 にかけて トレンチによる試掘調査を実施した。その結果、古墳時代から奈

良時代にかけての上器片などを検出した。その後の協議の結果、遺跡保護のための計画変更は困難で

あるとの結論に至り、島根県松江土木建築事務所からの受託事業として本発掘調査を実施することと

なつた。調査は平成 17年 8月 30日 ～ 9月 12日 までの合計 7日 間で、調査面積は 30だである。

第 2章 位置と歴史的環境

島根半島の東部、美保関町地内の遺跡分布状況は、日本海に面した北側で遺跡数が少なく、古墳時

代以降の遺跡が湾 (入 り江)を中心として点在する状況が確認されているのみで、古墳時代以前の遺

跡はこれまでにまだ発見されていない状況である。

平畑遺跡 (1)は 旧片江小学校裏山の標高約 20mを測る南向き緩斜面一帯に存在し、古 くから須恵

器や土師器の散布地 として知られている。遺跡の立地条件や遺物の散布状況などから集落跡の可能性

が指摘されている。

片江横穴墓群 (2)は標高 70～ 80mを測る東向きの斜面に 8穴確認されている。天丼が整正家形

の整美なものや丸天丼系のものがあるが、羨門部に石組施設を持つ横穴が 6穴ある点が注目される。

方結神社裏山古墳 (3)は方結神社の裏山に存在するが、すでに墳丘は失われており、箱式石棺が

露出している。

上谷遺跡 (4)は方結神社南側の丘陵斜面に位置し、宅地造成の際に発見された遺跡である。須恵

器の邦や高イ、土師質の土製支脚などが発見されている。

小丸山古墳 (5)は片江湾東部の県道沿いに位置する。現在ではわずかに墳丘を残すのみであるが、

本来は石室を持つ古墳であったことが伝えられている。

向畑古墳群 (6)は片江湾東部の標高 20mを測る緩斜面に位置する。後世の開墾で破壊されているが、

石材の散乱状況から、本来は石室を持ち 6基程度からなる古墳群であつたものと推定されている。

丁馬古墳群 (7)は片江湾束部の標高 70～ 90mを測る丘陵尾根筋上に位置する古墳群で、4基が

確認されている。いずれも 10～ 13m程度の墳丘を持つ小型の古墳である。このうち 1号墳は墳頂部

に箱式石棺が露出していることが知られている。

(参考文献 :『美保関町誌』、美保関町誌編さん委員会、昭和 61年)
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周 辺 の 遺 跡 一 覧 表

h 遺 跡 名 種  男J 所在地 形 態 出土遺物

1 平 畑 遺 跡 散布地 片 江 。平 畑
南向きの緩斜面、集落跡の可能
性がある

須恵器、土師器、
製塩土器

2 片 江 横 穴 墓 群 横穴墓 片 江・ 深 浦
横穴墓 8基、整正家形や丸天丼
系の天丼形態を持ち、羨門部に
石組施設を持つものも存在する

不 明

3 方結神社裏山古墳 古 墳 片 江・ 向 畑 墳形不明、箱式石棺

4 上 谷 遺 跡 散布地 片 江 。上 谷 北向きの緩斜面
須恵器、
土製支脚

5 小 丸 山 古 墳 古 墳 片 江・ 向 畑 墳形不明、石室あり? 須恵器 ?

6 向 畑 古 墳 群 古墳群 片 江・ 向 畑
古墳 6基 (墳形不明 )、 横穴式
石室 ?(2号墳)

須恵器、土師器

7 丁 馬 古 墳 群 古墳群 片江・馬ノ背
古墳 4基 (方墳、円墳 )、 箱式
石棺 (1号墳)

刀剣、須恵器 ?

-2-



第 3章 調査の概要

調査区は集水井が設置される部分を対象として、長さ 6.3m、 幅 4.8mの長方形の調査区を設定し、

地山面まで掘 り下げた。

調査の結果、調査区の東側半分は、幅 1.6m以上、深さ 1.6m以上の規模で過去に掘削された形跡 (地

すべ り調査か ?)があり、更に暗黄褐色の軟らかい粘質土 (第 10層 )で埋め戻されていたため、土

層の観察や地山面での遺構の検出は出来なかつた。また遺物も合まれていなかつた。

(1)上層堆積状況

調査区西壁での観察では、第 1層は表土で 15～ 20cmの厚さを測る。その下には遺物包合層 (第 2、

3、 4、 4´ 層)が存在し、調査区の北側 (山側)では薄 く25cm、 南側 (裾側)では厚 く95cmを測る。

この包合層中からは古墳時代～奈良時代にかけての須恵器 (イ類、養類、腺)や土師器 (甕類、高邦、

かまど、甑)、 製塩土器が検出された。

一方、注目される点として、第 4層は調査区南側で途切れて地山 (第 7層 )に変化する状況が見ら

れる。これは地山 (第 7層 )が人為的に掘 り込まれて第 4層が堆積した状況を示すものだと考えられ

るが、ちょうど第 4層が途切れる地点から第 4層に非常に良く似た第 4´ 層が地山の上に現れるため、

あたかも断層を起こしたかのようにも見られる点が注意される。

(2)検出遺構

地山面において住居跡状の掘 り込みが確認された。規模は南北 2.lmを測るが、東側は撹乱されて

おり、西側は更に調査区外に延びるため、全形は不明である。掘 り込みの深さは最大 20cmで あるが、

西壁の土層観察からでは本来 45cm程あつたものと考えられる。掘 り込みの中には茶褐色の粘質土 (第

5層)が堆積していたが、第 5層 中からは土師器の細片が 1片 しか検出されなかった。掘 り込みの南

側の壁沿いには壁体溝 とも思われる幅 6cm、 深 さ6cmほ どの小さな溝状遺構 (SD-01)がある。

掘 り込みの底面 (床面 ?)ではピット3箇所、土鍍状遺構 1基が検出された。ピットや土鍍はいずれ

も黒褐色を呈した粘質土の埋土を持つ。P-1は 直径 50cm、 深さ 30cmを測る大きなピットで、中

から自然石が 2個検出された他に遺物は検出されなかった。P-2は 直径 20cm、 深さ 20cm、 P-3

は直径 15cm、 深さ 5cmを測る小さなピットで、いずれからも遺物は検出されなかつた。やや不整形

な土鍍 (SX-01)は 南北幅 60～ 100cmを測る大きなものであるが、深さは最大 20cm程度で浅い

ものである。埋土中からの遺物は検出されなかつた。

(3)出土遺物について

出土遺物は大きく茶褐色系の遺物包合層中 (第 2～ 3層 )か らの遺物と、黒褐色の遺物包合層中 (第

4層)か らの遺物に分けられる。

第 2～ 3層中からの出土遺物 としては、須意器 (蓋邦類、疎 )、 土師器 (高郷、壷奏類、甑 )、 製塩
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土器がある。

須恵器の蓋は、つまみの付かない蓋で口縁部に段を有するもの (配 1)と 、つまみを付ける蓋で口

縁部にかえりを付けるタイプ (m2～ 3)、 日縁端部を下に屈曲させるタイプ (h4～ 7)の ものがある。

須恵器のイは、口縁端部をわずかに屈曲させるもの (h8)と 外反 させるもの (配 9)と がある。

高台部破片 (比 10、 11)はこれら邦類か、もしくは皿類に付随するものであると考えられる。

須恵器のX/R(m19)は 口径 14.Ocm、 器高 12.9cmを測る。やや小型化した胴部を持ち、底部外面は

ヘラ切り後ナデ仕上げを行うものである。

土師器の高邦 (配 12)は口径 16.6cmを測るもので、丸みを持つた杯部にやや外反する口縁部を持

つものである。

土師器の甕は、「く」字形に外反する口縁部のもの (h13)と 、口縁部は大きく外反するが肩部の

張らないもの (m15)がある。

土師器の壷は、口縁部がわずかに屈曲するもので、小型丸底壷 (h14)と思われるものがある。

甑の破片と思われるものは (h17)で、直径 7 1nlllの 円孔を穿つ。

製塩土器 (h18)は 「ハ」字に開く小さな脚部を持つものである。郷の坪遺跡出土製塩土器分類

の4類に該当するものである (注 1)。

第 4層出土のからの出土遺物としては、須恵器 (蓋邦類)、 土師器 (高邦、壷甕類、把手)、 鉄製品

がある。

須恵器の蓋は、擬宝珠状のつまみを付けるもの(配 24)と 、輸状のつまみを付けるもの(h25)があり、

口縁部の形状はかえりを付けるタイプ (配 27)と 、口縁端部を下に屈曲させるタイプ (m26)の も

のがある。

須恵器のイは、口縁部の仕上げがをわずかに屈曲させるもの (比 28)と 内湾気味に丸くおさめる

もの (h30)と がある。配 30の底部外面には静止糸切り痕が残る。

土師器の甕は、口縁部が大きく外反して開くもの (m20)と 、屈曲するもの (配 21)がある。

土師器の高イ (比 22)は、裾部で大きく「ハ」字状に開き、直径 91111nの 円孔を穿つものである。

土師器の把手 (配 23)は、破片であるが、おそらく甑に取り付くものであると考えられる。

鉄製品 (配 31)は、残存長 5.Ocm、 断面径 0.8cmを 測る。錆化が著しいため、断面形はじめ本来

の形状は不明である。

h32、 33は試掘調査時に表土下から出上した土錘である。いずれも胴部が丸く膨らむもので、い

ずれも長さ3.Ocm、 胴部径 ■7cmを測るものである。

(注 1)島根県埋蔵文化財調査センター主幹内田律雄氏の教示による。
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第 7図 土 層 断 面 図

① 表土

② 淡茶褐色土

③ 暗茶褐色土

④ 黒褐色土

⑤ ④に似る

⑥ 暗褐色土(遺物少ない)

⑦ 黄土色土

③ 赤茶褐色土

③ 淡黄土色上

⑩ 暗黄褐色上(撹乱)

① 明黄土色上

⑫ 淡灰褐色上

⑬ 明茶褐色上

⑭ 木の根

⑮ 濃赤茶褐色岩盤(地山)

⑬ 明黄褐色土(地山)

o              2m
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第 5章 小 結

今回の調査では、住居跡状遺構が検出されたことから、平畑遺跡は散布地 としてだけではなく、集

落跡としての可能性もあるものと考えられる。それは①遺跡の立地が南向きの緩斜面であること。②

検出された遺物の器種構成が、須恵器のイ類や甕類の他に、土師器の甕類やかまど、土製支脚など煮

炊き調理用の器種も見られること。などからも明白である。さらに製塩土器が出土していることや、

試掘調査時には土錘が出土していることは、平畑遺跡の性格が海に密着した生活の場であったことを

如実に物語るものとして興味深いものである。

遺跡の年代は、出土遺物の年代観より、古墳時代後期から奈良時代にかけての時期であると想定さ

れ、従来の遺跡の年代観から大きく外れるものではない。

美保関町の遺跡分布状況を見ると、それまでに人間の活動した形跡がなかつた地域に突如として古墳

が出現したように見られる地域がいくつかある。このことについて、『美保関町誌』(注 2)の 中では、「古

墳の造営は一般的に、弥生時代に定着した農業生産力の拡大とともに富の集中と蓄積が進行し、政治

的・宗教的支配者の出現をみ、その支配者および若干の近親者のために行われたものと理解されてい

るが、 (中略)美保関町の古墳分布を見ると、農業生産力が皆無であると思われるところに多数存在

しており、農業以外の生産基盤等を考慮する必要がある。」と記されている。また、美保関町森山地

区の郷の坪遺跡や伊屋谷遺跡から発見された大量の製塩土器から、「美保関町では農業不適な地域が

多いのに横穴式石室が多く分布していることは、製塩や漁労を生業とした集団と無縁であったとはと

うてい考えがたい。」 とされている。平畑遺跡の存在する片江湾周辺も、古墳時代になつて突如とし

て古墳の造営がはじまる地域である。今回の調査で製塩土器が発見されたことは大変有意義であった

が、わずかに 1個体分しか検出されていないため、当地でも製塩を生業とした専業集団が存在したと

は到底言い切れないが、その可能性を示すものとして貴重である。

(注 2)美保関町誌編さん委員会『美保関町誌』昭和 61年
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出 土 遺 物 観 察 表

配 出土地点 種 別 器 種 法 量 形態の特徴 手法の特徴 そ の 他

1 第 2～ 3層 須意器 鉢蓋
口縁端部にわずかに段を
有する 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :良好、
色調 :淡灰色

2 第 2～ 3層 須恵器 邦蓋
口縁部に短いかえりを付
ける 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :良好、
色調 :灰 白色

3 第 2～ 3層 須恵器 然蓋
口縁部に短いかえりを付
ける 内外面回転ナデ仕上げ

好
色

良
灰

成
調

焼
色

4 第 2～ 3層 須恵器 イ蓋
端部が小さく下方に屈曲
する 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :やや良好、
色調 :淡灰色

5 第 2～ 3層 須恵器 郵蓋
端部が小さく下方に屈曲
する 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :良好、
色調 :外面赤橙褐色、
内面灰白色

第 2～ 3層 須恵器 芥蓋
端部が小さく下方に屈曲
する 内外面回転ナデ仕上げ 焼成

色調
良好、
灰～暗灰色

7 第 2～ 3層 須意器 邦蓋 口径 15 6 cm
端部が小さく下方に屈曲
する 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :良好、
色調 :淡灰色

8 第 2～ 3層 須恵器 不
必部は内弯して開き、端
部でわずかに屈曲する。 内外面回転ナデ仕上げ

焼成 :不良、
色調 :淡灰色

9 第 2～ 3層 須恵器 邦
口縁端部は屈曲して外反
する 内外面回転ナデ仕上げ

成
調

焼
色

不良、
灰白色

第 2～ 3層 須恵器 高台部 底径 6 4cm 必または皿の高台部で、
やや開く

底部外面にナデ痕跡あり、ヘ

ラ記号「×」あり
成
調

焼
色

良好、
灰～暗灰色

第 2～ 3層 須意器 高台部 底径 8 4cm 郷または皿の高台部で、
やや開く 底部外面に糸切り痕残る

成
調

焼
色

良好、
淡灰色

第 2～ 3層 土師器 高邦 口径 16 6 cm
然部は内弯して立ち上が
り、端部はわずかに外反
する

外面に丹塗の痕跡が残る 焼成 :良好、
色調 :橙褐色

第 2～ 3層 土師器 甕 口縁部は外反 して開 く 内外面ナデ仕上げ
焼成 :やや良好、
色調 :淡茶褐色

第 2～ 3層 土師器 堕
口縁部はわずかに屈曲す
る 内外面ナデ仕上げ

成
調

焼
打

良好、
お楊打

第 2～ 3層 土師器 甕 口径 15 4 cm
口縁部は大きく外反して
開く

内外面ナデ仕上げ 焼成
色調

良好、
淡褐色

第 2～ 3層 土師器 霊 口径 14.O cm
口縁部はわずかに屈曲す
る 内外面ナデ仕上げ

焼成 :やや良好、
色調 :淡褐色

17 第 2～ 3層 土師器 甑
底部付近に直径 7 111nlの 円
孔あり

内面ケズリ、外面ナデ仕上げ 色褐ヽ
好
橙

良
淡

成
調

焼
色

第 2～ 3層 土師器 製塩土器 底径 3 8cm 小さく開く脚部を持つ 内外面に指頭圧痕が残る 焼成 :良好、
色調 :明褐色

第 2～ 3層 須恵器 嗽
径
径
高

口
底
器

14 0 cm

4 2cm
12 9 cm

口縁部は外反して大きく開
く、胴部に直径1 5cmの 円子し、
刺突文あり

転
ナ

回
転

て
回

け
は

か
他

に
の

部
そ

底

ヽ

”
リ

半
ズ
げ

下
ケ
上

部
ラ
仕

胴

ヘ
デ

焼成 :やや良好、
色調 :淡赤褐色

第  4 層 土師器 甕 ロイ垂 22 8 cm
口縁部は外反して大きく
開く

口縁部内外面ナデ仕上げ、胴
部内面ヘラクズリ

焼成 :良好、
色調 !淡褐色

第 4 層 土師器 甕 口縁部は屈曲する 内外面ナデ仕上げ
焼成 :やや良好、
色調 :灰褐色～黒色

第  4 層 土師器 高邦
裾部で大きく「ハ」字状
に開く、直径 9 1ullの 円孔
あり

風化のため不明
焼成 手良好、
色調 :橙褐色

第  4 層 土師器 把手 径 2.7卿 甑の把手か ? 指頭圧痕が残る 焼成 :良好、
色調 :淡橙褐色

第 4 層 須意器 郷蓋 つまみ径 3 0cm 擬宝珠状つまみを付ける
天丼部外面は回転ヘラケズリ
後ナデ仕上げ

焼成 :やや不良、
色調 :緑灰色

第 4 層 須恵器 然蓋 つまみ径 45卿 輪状つまみを付ける
天丼部外面は回転ヘラケズリ
後ナデ仕上げ

成
調

焼
色

やや不良、
灰色

第 4 層 須恵器 邦蓋 口径 154m 端部は下方に小さく屈曲
する 内外面回転ナデ仕上げ

成
調

焼
色

良好、
淡灰色

第 4 層 須恵器 杯蓋 口径 15 6 cm
口縁端部にかえりを付け
る 内外面回転ナデ仕上げ 焼成

色調
やや良好、
灰白色

第 4 層 須恵器 郷
口縁部は内弯して開き、
端部はわずかに屈曲する 内外面回転ナデ仕上げ 焼成

色調
やや不良、
緑灰色

第 4 層 須恵器 甕 口縁部は外反して開く 内外面回転ナデ仕上げ 焼成 :良好、
色調 :灰色

第 4 層 須恵器 高台邦
径
高

口
器

13 4 cm

4 3cm

平底の底部からゆるやかに内
弯して立ち上がり、やや内弯
気味に口縁部にいたる

デ
仕

ナ
デ

ち
ナ

の
転

り
回

切
は

糸
他

上
の

静
そ

面

ヽ

外
げ

部
上
げ

底
仕
上

好
色

良
灰

成
調

焼
色

第 4 層 鉄製品 不 明
残存長 5 0 cm

断面径 0 8cm 湾曲する

試掘調査時
表 上 下

土製品 土錘
全長 3 0cm
胴部径 1 7cm 胴部は丸く膨らむ

成
調

焼
色

良好、
灰～黒灰色

試掘調査時
表 上 下

土製品 土錘
全長 3 0cm
胴部径 1 7cm

胴部は丸く膨らむ 焼成 :良好、
打 誦 :「～ 里 匠 打
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平畑遺跡調査前全景 (南方より) 調査前近景 (南東より)

住居跡状遺構 (SX-01)検 出状況 (南東より)

SX-01完掘状況 (南東より)

攘， 一一サ一 P-1半掘状況 (南東より)

i耗●ドⅢli l_1,矛力T
調査区完掘状況 (東方より)

調査区完掘状況 (南方より)

1軽=■十ギ撃 省亀 簿

調査区完掘状況 (北方より)
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ユ晩

篭 tt 韓 7

堪転

11

第 2～ 3層 出土遺物 (須恵器イ類 )

第 4層 出土遺物 (須恵器 )

第 2～ 3層出土遺物 (須恵器疎 )

に斡 鶏15

Ⅷ
17

壽遷 ピ
要露鷲髯啓営彗!29

鯵鰻̈
(18の破片)

第 2～ 3層 出土遺物 (製塩土器 )

第 4層 出土違物 (土師器 )

第 4層 出土遺物 (鉄製品)
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